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春の交通安全運動春の交通安全運動
～子供たちと高齢者を交通事故から守ろう！～～子供たちと高齢者を交通事故から守ろう！～

　新学期を迎えた子どもたちが元気にあいさつをして

登校する姿が見られました

　新学期を迎えた子どもたちが元気にあいさつをして

登校する姿が見られました



　

町
の
発
展
と
課
題
の
解
決
の
た
め
、
県
職
員
と
し
て
の

経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
畠
山
町
長
の
町
政
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
し
精
一
杯
努
め
る
所
存
で
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

副
町
長
に
智
田
邦
英
さ
ん

〈略　歴〉………………………………………………

　昭和５９年３月　東北大学法学部卒業

　昭和５９年４月　鹿角土木事務所主事

　平成元年４月　人事課主事

　平成６年４月　工業振興課主任

　平成１０年４月　仙北土木事務所用地課主査

　平成１３年４月　総務省大臣官房政策評価広報課
　　　　　　　　評価専門職

　平成１５年４月　企画振興部国際教養大学
　　　　　　　　設置準備事務局主査

　平成１６年４月　企画振興部学術国際局
　　　　　　　　科学技術課副主幹

　平成１８年４月　秋田県立大学

　平成２０年４月　人事委員会事務局職員課副主幹

　平成２４年４月　企画振興部市町村課主幹

智ち

だ田

邦く
に
ひ
で英

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
５１
歳
）

　

能
代
市
二
ツ
井
町
出
身

　

５
月
５
日
こ
ど
も
の
日
は
、
恒
例
の
一
日
市
神
社
祭
典
で
す
。
秋
田
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
の
願
人
踊
が
家
々
を
門
付
け
し
、
秋
田
音
頭
の
牽
き
山
車
が
町
内
を
回
り
ま
す
。

　

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
一
直
踊
り
と
コ
ミ
カ
ル
な
寸
劇
の
願
人
踊
、
優
雅
で
美
し
い
秋
田
音
頭
。

趣
の
異
な
る
二
つ
の
踊
り
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（11：25頃）

（10：40頃）

（17：00頃）（14：00頃）（10：25頃）

※あくまで目安ですので、コースが一部変更となる場合もございます。よろしくご理解ください。

願人踊・秋田音頭町内巡演御案内

旧
酒
店

５月５日は

　願人踊、秋田音頭！！
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平
成
２５
年
度

町
内
会
長
会
議

　

４
月
１６
日
、
平
成
２５
年
度
の
町
内

会
長
会
議
が
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

畠
山
町
長
の
行
政
報
告
を
兼
ね
た

あ
い
さ
つ
の
後
、
町
か
ら
町
内
会
に

対
し
て
協
力
依
頼
・
連
絡
事
項
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
町
内

会
か
ら
事
前
に
提
出
さ
れ
た
要
望
・

提
案
に
対
す
る
回
答
や
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は

前
年
度
出
さ
れ
た
要
望
事
項
に
つ
い

て
の
実
施
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

今
後
は
過
去
３
年
ま
で
遡
っ
て
実
施

状
況
を
報
告
す
る
予
定
で
す
。

総

務

課

•「
八
郎
潟
町
地
域
活
性
化
助
成
金
」

に
つ
い
て

•
八
郎
湖
岸
の
桜
植
樹
場
所
の
管
理

に
つ
い
て

•
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て

•
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事

業
に
つ
い
て

•
関
東
地
区
八
郎
潟
町
ふ
る
さ
と
会

に
つ
い
て

•
今
年
度
実
施
の
選
挙
関
係
に
つ
い

て
（
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
・
八

郎
潟
土
地
改
良
区
総
代
選
挙
）

税

務

課

•
町
税
、
国
保
税
の
年
度
内
及
び
納

期
内
の
完
納
推
進
に
つ
い
て

町

民

課

•
ア
メ
シ
ロ
防
除
に
つ
い
て

•
住
宅
用
火
災
警
報
装
置
の
維
持
管

理
の
呼
び
か
け
に
つ
い
て

•
八
郎
潟
町
消
防
団
員
の
募
集
に
つ

い
て

•
「
防
災
フ
ァ
イ
ル
３
点
セ
ッ
ト
」

の
配
布
に
つ
い
て

•
防
災
行
政
無
線
個
別
受
信
機
の
難

聴
対
策
に
つ
い
て

•
町
指
定
ご
み
袋
の
購
入
に
つ
い
て

•
結
婚
祝
い
金
に
つ
い
て

•
地
域
力
・
防
災
力
向
上
事
業
に
つ

い
て

福

祉

課

•
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ

い
て

•
心
の
健
康
づ
く
り
の
啓
発
（
自
殺

予
防
）
に
つ
い
て

•
地
域
支
え
合
い
事
業
に
つ
い
て

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
除
雪
機
・

草
刈
機
の
無
料
貸
し
出
し
、
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
申
請
等
）

•
早
朝
総
合
検
診
に
つ
い
て
（
６
月

２０
日
〜
６
月
２８
日
実
施
）

•
介
護
予
防
の
推
進
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
）
に
つ
い
て

•
結
婚
支
援
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

（
婚
活
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
金
交

付
等
）

•
地
域
子
育
て
力
推
進
事
業
に
つ
い

て
（
父
親
グ
ル
ー
プ
主
体
の
子
育

て
活
動
へ
の
助
成
等
）

産

業

課

•
若
者
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て

（
７
月
１４
日
「
一
夜
市
」、
冬
季
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）

•
一
日
市
盆
踊
り
に
つ
い
て
（
８
月

１８
日
〜
２０
日
）

•
塞
ノ
神
公
園
ふ
れ
あ
い
植
樹
事
業

に
つ
い
て
（
今
年
秋
頃
を
予
定
）

•
産
業
・
芸
術
文
化
祭
の
開
催
に
つ

い
て
（
１０
月
２６
日
・
２７
日
）

建

設

課

•
今
年
度
予
定
の
町
道
等
舗
装
・
修

繕
工
事
に
つ
い
て

•
町
営
住
宅
改
修
工
事
に
つ
い
て

水

道

課

•
排
水
ポ
ン
プ
イ
ン
バ
ー
タ
ー
取
付

工
事
に
つ
い
て

•
排
水
ポ
ン
プ
電
動
弁
交
換
工
事
に

つ
い
て

教

育

課

•
預
か
り
保
育
・
特
別
支
援
・
奨
学

金
貸
与
制
度　

各
事
業
に
つ
い
て

•
児
童
・
生
徒
助
成
（
学
校
給
食
助

成
）
事
業
に
つ
い
て

•
青
少
年
劇
場
の
開
催
に
つ
い
て

•
優
秀
映
画
・
公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活

性
化
支
援
等
の
事
業
に
つ
い
て

•
産
業
・
芸
術
文
化
祭
の
開
催
に
つ

い
て

•
全
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
開
催
に
つ

い
て
（
６
月
２
日
）

•
町
内
対
抗
種
目
の
全
町
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
つ
い
て
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意
見
交
換
の
主
な
内
容

要
望　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

転
落
防
止
柵
が
腐
食
に
よ
り
破
損

し
て
い
る
の
で
交
換
も
し
く
は
修

理
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

転
落
防
止
柵
の
腐
食
、
破

損
箇
所
に
つ
い
て
は
、
取
替
依
頼

済
み
。

要
望　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
見
づ
ら

い
の
で
、
位
置
や
角
度
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

回
答　

現
地
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
止
ま
れ
」
の
停
止
線
か
ら
は
車
、

自
転
車
、
人
な
ど
が
見
え
な
い
状

態
だ
っ
た
た
め
、
今
月
１０
日
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
位
置
と
高
さ
を

調
整
し
て
見
え
る
状
態
に
し
た
。

要
望　

町
の
健
康
診
断
申
込
書
に

つ
い
て
、
配
達
は
町
内
会
で
行
っ

て
も
い
い
が
、
回
収
に
つ
い
て
は

返
信
用
郵
便
で
対
応
で
き
な
い
か
。

回
答　

保
健
委
員
に
よ
る
配
布
・

回
収
が
受
診
率
の
維
持
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
る
た
め
、
保

健
委
員
に
よ
る
配
布
・
回
収
を
原

則
と
し
な
が
ら
、
２
回
目
の
留
守

時
に
は
負
担
を
緩
和
す
る
対
応
に

し
た
い
。

要
望　

道
路
等
の
缶
や
ご
み
を
積

極
的
に
拾
っ
て
い
る
夫
婦
を
見
か

け
る
が
、
こ
う
い
っ
た
方
を
町
で

表
彰
で
き
な
い
か
。

回
答　

表
彰
に
つ
い
て
は
、
毎
年

開
催
さ
れ
る
町
表
彰
審
査
会
で
審

査
・
決
定
さ
れ
る
の
で
情
報
を
町

に
提
供
し
て
ほ
し
い
。

要
望　

側
溝
改
修
工
事
を
引
き
続

き
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
行
っ
て

ほ
し
い
。

回
答　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
で
対
応
し
て
い
る
た
め
、

国
の
予
算
の
配
分
や
各
工
区
の
調

整
等
か
ら
ど
う
し
て
も
年
度
の
後

半
に
な
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
た

い
。



４／５　八郎潟小学校　４７名

４／５　八郎潟中学校　４８名

４／８　八郎潟幼稚園　２０名

入園・入学おめでとう！
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▲表彰式の様子

　

平
成
２４
年
度
秋
田
県
消
防
功
労
者
表
彰

式
に
お
い
て
、
本
町
消
防
団
第
二
分
団
長

伊
藤
洋
一
さ
ん
（
中
嶋
）
が
消
防
庁
長
官

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
昭
和
５０
年
以
来
３７
年
間
に

わ
た
り
、
消
防
団
員
と
し
て
防
火
思
想
の

普
及
、
消
防
施
設
の
整
備
等
地
域
の
防
災

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
こ
の

た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

八
郎
潟
町
芸
術
文
化
協
会

町
芸
術
文
化
章
表
彰

　

４
月
１７
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
八
郎
潟
町
芸
術
文
化
協
会
の
平
成
２５
年
度
理

事
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、「
芸
術
文
化
章
」
が
４
名
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
受
章
さ
れ
た
み
な
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

安
田
年
子
さ
ん
は
、
平
成
４
年
よ
り
公
民
館
事
業
の
一
環
と
し
て
ち
ぎ

り
絵
教
室
の
講
師
と
し
て
活
躍
。
以
後
広
く
町
民
の
同
好
を
集
え
て
今
日

ま
で
指
導
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
町
民
の
文
化
祭
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
も
と
よ
り
、
全
国
展
、
県
内
展
な
ど
に
八
郎
潟
町
の
風
景
、

森
山
や
八
郎
湖
畔
、
そ
し
て
県
内
三
大
盆
踊
り
の
一
日
市
盆
踊
り
、
ま
た

願
人
踊
の
創
作
ち
ぎ
り
絵
等
を
制
作
発
表
。
現
在
、
当
協
会
副
会
長
を
務

め
現
在
に
至
る
。

安
田　

年
子 

さ
ん
（
ち
ぎ
り
絵
教
室
）

　

畠
山
勤
さ
ん
は
、
平
成
４
年
か
ら
公
民
館
主
催
の
書
道
講
座
を
引
き
継

ぎ
、
多
年
に
わ
た
り
代
表
者
及
び
指
導
者
と
し
て
活
躍
、
町
の
芸
術
・
文

化
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
ま
た
、
公
民
館
事
業
の
書
き
初
め
会
に
お

い
て
も
長
年
に
わ
た
り
携
わ
り
、
当
協
会
に
お
い
て
は
平
成
２０
年
か
ら
幹

事
を
務
め
現
在
に
至
る
。

畠
山　
　

勤 

さ
ん
（
書
道
の
会
）

　

安
田
敏
雄
さ
ん
は
、
昭
和
３８
年
に
白
帆
美
術
会
を
結
成
。
約
５０
年
間
、

会
長
と
し
て
会
の
運
営
に
尽
力
。
当
会
の
繁
栄
と
文
化
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
。
ま
た
、
町
芸
術
文
化
協
会
初
代
会
長
で
あ
り
、
会
長
を
３
期
６
年

間
務
め
る
な
ど
町
の
芸
術
・
文
化
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
現
在
も
本
誌

に
「
ガ
ン
バ
レ
八
ち
ゃ
ん
」
を
連
載
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
躍
し
て
い
る
。

安
田　

敏
雄 

さ
ん
（
白
帆
美
術
会
）

　

斎
藤
ミ
ツ
ヱ
さ
ん
は
、
昭
和
６１
年
小
野
恵
子
創
作
バ
レ
エ
研
究
所
に
入

所
、
所
内
レ
ク
ダ
ン
ス
愛
好
会
発
足
以
来
、
常
に
研
究
所
と
共
に
会
を
束

ね
、
町
の
文
化
祭
は
も
と
よ
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
女
の

ま
つ
り
、
ま
た
町
内
外
の
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
、
施
設
訪
問
等
に
は
先
頭
に

立
ち
参
加
、
発
表
し
当
町
の
芸
術
・
文
化
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
現

在
に
至
る
。
そ
の
高
い
見
識
は
皆
の
目
標
で
あ
り
尊
敬
の
的
で
あ
る
。

斎
藤
ミ
ツ
ヱ 

さ
ん
（
小
野
恵
子
創
作
バ
レ
エ
研
究
所
）

湖
東
病
院
建
て
替
え
工
事

安
全
祈
願
祭

伊
藤
洋
一
さ
ん

消
防
庁
長
官
よ
り
表
彰

　

４
月
２４
日
、
湖
東
総
合
病
院
の
建
て
替

え
工
事
安
全
祈
願
祭
が
同
病
院
に
隣
接
す

る
建
設
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
祈
願

祭
に
は
関
係
者
な
ど
約
６０
名
が
出
席
し
、

工
事
に
向
け
て
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

新
し
い
病
院
は
来
年
５
月
に
開
院
す
る
予

定
で
す
。
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八郎潟町スポーツ少年団ソフトボールクラブ

全国大会でベスト８に輝く

春の火災予防運動

八郎湖クリーンアップ作戦＆全町清掃デー

春の交通安全運動 ～子供たちと高齢者を交通事故から守ろう！～

　４月３日、八郎潟町スポーツ少年団ソフトボールクラブ

による全国大会の報告が行われました。

　八郎潟町スポーツ少年団ソフトボールクラブは、３月

３０日から大分県で行われた、「第６回春季全日本小学生女

子ソフトボール大会」で優勝候補の京都代表「ホワイトビッ

キーズ」などを破り、見事ベスト８入りを果たしました。

キャプテンの工藤里菜さんは「今回の結果に満足しており

ません。夏の全国大会では日本一を目指し、これからの厳

しい練習をがんばっていきます」と今後の抱負を述べました。

　夏の大会でのご活躍を期待しております。

　春の火災予防運動が４月７日から１３日まで行われ、本町で

は７日に消防団による駆け付け訓練が実施されました。

　午後２時、全町に訓練火災のサイレンが鳴り響くと、各分団

詰所から消防車両が出動、火災想定場所の浦大町集落排水処理

場付近に次々と到着し、小型ポンプ操法による放水が行われ、

無事に消火任務を終了しました。その後、町農村環境改善セン

ターで行われた閉会式では、迅速な消火活動が評価されました。

　これからの季節は空気が乾燥し、建物火災のほか原野火災な

どの危険性が高まります。町民の皆さんも火の取扱いには充分

気をつけましょう。

　全県一斉に美化活動に取り組む「あきた・ビューティフルサン

デー」の１４日、本町でも八郎湖クリーンアップ作戦と全町清掃デー

が行われました。早朝５時から行われた本作戦では、町民のみなさ

んのご協力により八郎湖堤防・馬場目川堤防・夜叉袋川堤防等に投

げ捨てられたごみが拾い集められました。全町清掃では側溝の泥上

げや公共施設の清掃が行われ、町は美しさを取り戻しました。肌寒

い早朝からの清掃作業、本当にお疲れさまでした。

　新入学・入園期の交通安全運動が４月６日～１５日の１０日間、全

国で一斉に行われました。本町では、交通安全協会、交通指導隊、

防犯指導隊、民生児童委員、小・中学校の先生、警察署員の方々に

よる街頭指導が行われ、ドライバーのみなさんにはチラシや畳縁製

のペンケースなどを配布し、交通安全を呼びかけました。

　この時期は路上デビューしたての子供たちがいます。シートベル

トやチャイルドシートの着用を徹底し、安全運転を心がけましょう。

またこの運動では自転車の安全利用も推進されていますが、八中の

みなさんは横断歩道を自転車から降りて渡るなど交通ルールをしっ

かり守っていました。

まちの話題
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ぼ
く
が
、
そ
う
じ
を
し
て
い
る
時

だ
っ
た
。
５
人
の
友
だ
ち
が
い
き
な

り
、
ぼ
く
の
こ
と
を
「
ぞ
う
、
ぞ
う
」

と
言
っ
た
。
ぼ
く
は
「
や
め
て
」
と

言
っ
た
が
な
か
な
か
や
め
て
く
れ
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
あ
わ
じ
先
生

が
き
て
つ
く
え
を
思
い
っ
き
り
た
た

い
て
、
大
声
で
そ
の
ば
か
に
し
た
友

だ
ち
を
し
か
っ
て
く
れ
た
。ぼ
く
は
、

な
み
だ
が
出
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
先
生
に
心
の
中
で
「
あ
り
が
と

う
」と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ぼ
く
は
、

大
き
く
な
っ
た
ら
小
学
校
先
生
に
な

り
た
い
な
、
あ
わ
じ
先
生
み
た
い
な

先
生
に
な
り
た
い
な
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。

　

ぼ
く
が
読
ん
だ
、
こ
の
本
に
は
、

「
オ
ト
タ
ケ
先
生
」
と
い
う
先
生
が

出
て
く
る
。
こ
の
オ
ト
タ
ケ
先
生
も

す
ば
ら
し
い
先
生
だ
と
思
っ
た
。
こ

の
本
で
は
三
つ
の
じ
ゅ
業
を
す
る
。

た
と
え
ば
、
七
夕
の
ね
が
い
ご
と
を

書
か
せ
て
み
た
り
、
し
ょ
う
が
い

し
ゃ
の
こ
と
に
つ
い
て
だ
っ
た
り
、

捨
て
犬
の
こ
と
だ
っ
た
。
国
語
や
算

数
な
ど
の
勉
強
の
じ
ゅ
業
で
は
な

か
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
の

こ
と
に
つ
い
て
ぼ
く
は
い
ろ
い
ろ
考

え
た
。
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
と
い
う
の

は
、
手
や
足
が
不
自
由
だ
っ
た
り
、

目
が
見
え
な
か
っ
た
り
、
耳
が
聞
こ

え
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
だ
と
い
う

こ
と
を
本
で
知
っ
た
。
こ
の
オ
ト
タ

ケ
先
生
に
も
手
と
足
が
な
い
。
い
動

す
る
時
は
と
く
べ
つ
な
車
イ
ス
で
い

動
し
て
い
た
。
ぼ
く
は
、
手
や
足
が

な
い
こ
と
を
不
自
由
だ
ろ
う
な
と

思
っ
た
。で
も
オ
ト
タ
ケ
先
生
は「
こ

の
体
を
イ
ヤ
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
、

一
度
も
な
い
ん
だ
」と
言
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
体
が
不
自
由
な
こ
と
で
友

だ
ち
に
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
が
な
い

か
ら
だ
と
い
っ
て
い
た
。
ぼ
く
は
、

オ
ト
タ
ケ
先
生
は
、
と
っ
て
も
強
い

人
だ
な
と
思
っ
た
。
そ
し
て
周
り
の

友
だ
ち
も
や
さ
し
い
な
と
思
っ
た
。

ぼ
く
の
周
り
に
ぼ
く
と
ち
が
う
体
の

人
が
い
た
ら
声
を
か
け
力
に
な
っ
て

あ
げ
た
い
な
と
思
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、捨
て
犬
の
じ
ゅ
業
は
、

と
て
も
悲
し
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

犬
が
捨
て
ら
れ
、
し
ま
い
に
は
動
物

愛
ご
セ
ン
タ
ー
で
こ
ろ
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
か

ら
だ
。
ぼ
く
も
２
年
前
青
森
県
の
動

物
愛
ご
セ
ン
タ
ー
の
犬
を
見
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
と
て
も
か
わ
い
い
犬
で

引
き
取
り
手
を
探
し
て
い
た
。
あ
の

時
の
犬
は
、
ど
う
な
っ
た
の
か
な
、

か
い
主
が
見
つ
か
っ
て
い
る
と
い
い

な
と
思
っ
た
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
オ
ト

タ
ケ
先
生
の
じ
ゅ
業
は
、
頭
を
よ
く

す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
心
を

き
れ
い
に
す
る
た
め
の
じ
ゅ
業
だ
な

と
思
っ
た
。
こ
の
本
を
読
ん
で
い
る

う
ち
に
ぼ
く
も
こ
の
３
組
の
な
か
間

い
り
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

た
。

　

ぼ
く
の
３
年
２
組
も
大
好
き
だ
。

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
な
か
よ
く
し
た

り
、
こ
ま
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助

け
て
あ
げ
た
り
し
た
い
と
思
う
。
そ

し
て
い
つ
か
心
の
じ
ゅ
業
が
で
き
る

先
生
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

　

（『
オ
ト
タ
ケ
先
生
の
３
つ
の
授
業
』

　
　
　
　
　
　
　
　

乙
武
洋
匡　

著
）

小
学
校
中
学
年　

第
一
席

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

オ
ト
タ
ケ
先
生
の

三
つ
の
授
業
を
読
ん
で

渡部　智 さん

現八小４年生

　４月２０日、町農村環境改善センターにおいて平成

２５年度八郎潟町スポーツ少年団の結団式が行われま

した。今年度の団員は８団体１７２名です。

　本部長である江畠教育長からのあいさつのあと、各

スポーツ少年団に団旗が授与され、各団の代表者は緊

張した面持ちで受け取っていました。小学校の六郷校

長からは「先輩を超えていってほしい」と激励のあい

さつがありました。

　最後に団員を代表して、野球スポーツ少年団の石川

瑞稀さんが「スポーツを通してりっぱな人間になる」

と誓いの言葉を述べました。

　４月２３日、平成２５年八郎潟町戦没者追悼式が町農
村環境改善センターで行われました。
　拝礼、国歌斉唱のあと、戦没者１９８名の英霊が紹介
され、亡き親族を惜しみ黙祷が捧げられました。
　続いて畠山町長による式辞、県知事代理、町議会議
長による追悼の言葉があり、遺族を代表して遺族会会
長の土橋昭義さんが謝辞を述べられました。おわりに
町女声コーラスによる追悼合唱があり、戦没者追悼歌
など４曲が披露されました。美しいハーモニーは英霊
に届いたことでしょう。

スポーツ少年団結団式戦没者追悼式
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町
長 

畠
山　

菊
夫

副
町
長 

智
田　

邦
英

教
育
長 

江
畠　
　

廣

◆
議
会
事
務
局
（
２
階
）

　

事
務
局
長 

渡
部　

広
保

　

事
務
補
助
員 

工
藤
美
和
子

◆
出
納
室
（
１
階
）

　

会
計
管
理
者 

伊
藤　

則
彦

　

係
長 

渡
部
美
喜
子

◆
総
務
課
（
１
階
）

　

総
務
課
長 

渡
部　

博
英

　

課
長
補
佐 

一
ノ
関
一
人

　

課
長
補
佐 

相
澤　

重
則

　

係
長 

伊
藤　

朱
鹿

　

係
長 

澤
田
石
考
一

　

主
任 

小
玉　

直
人

　

主
事 

伊
藤　

佑
輔

　

主
事 

畠
山　
　

瞬

　

主
事
（
新
規
採
用
） 

太
田
美
奈
子

　

事
務
補
助
員 

本
間　

勝
子

　

清
掃
人 

加
藤　

柳
子

　

清
掃
人 

金
野　

花
子

◆
税
務
課
（
１
階
）

　

税
務
課
長 

田
中　

敏
裕

　

課
長
補
佐 

伊
藤　

康
文

　

係
長 

渡
部
祐
一
郎

　

主
事 

菊
地　

宏
明

　

主
事 

加
藤　

一
成

◆
町
民
課
（
１
階
）

　

町
民
課
長 

小
野　

良
幸

　

課
長
補
佐 

鳴
海　

一
元

　

係
長 

渡
部　

郁
子

　

主
任 
伊
藤　

洋
平

　

主
事 
北
嶋
絵
梨
子

　

主
事
（
新
規
採
用
） 

鎌
田　

大
輝

　

管
理
人 

一
ノ
関
俊
一

◆
福
祉
課
（
１
階
）

　

福
祉
課
長 

落
合　
　

智

　

課
長
補
佐 

吉
田　

悦
子

　

課
長
補
佐 

青
柳　

恵
子

　

課
長
補
佐 

小
栁　

鉄
秀

　

係
長 

金　
　

洋
子

　

係
長 

加
藤　
　

宏

　

係
長 

渋
谷　

貴
子

　

係
長 

畠
山　

孝
直

　

係
長 

　

鎌
田
亜
希
子

　

主
任 

石
井　

光
輝

　

主
事 

畠
山　

舞
子

　

主
事 

伊
藤　

円
香

　

主
事　

 

小
畠　

文
香

　

主
事
（
新
規
採
用
） 

石
井　

慎
也

　

事
務
補
助
員 

小
野
佐
和
子

　

介
護
認
定
調
査
員 

中
津
川
美
幸

　

介
護
認
定
調
査
員 

藤
井　

祥
子

　

管
理
人 

渡
部
奈
々
子

　

管
理
人 

北
嶋　

香
苗

　

管
理
人 

小
玉　

満
子

　

児
童
厚
生
員 

小
野　

優
子

　

福
祉
バ
ス 

南
都　

達
夫

　

学
童
指
導
員 

岩
佐
あ
や
子

　

学
童
指
導
員 

佐
々
木
久
子

　

学
童
指
導
員 

小
野　

洋
子

　

学
童
指
導
員 

齊
藤　

照
子

　

学
童
指
導
員 

工
藤
裕
希
子

　

学
童
指
導
員 

藤
田
真
貴
子

◆
産
業
課
（
３
階
）

　

産
業
課
長
（
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

 

加
藤　

貞
憲

　

課
長
補
佐
（
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長

）

 

千
田　

浩
美

　

課
長
補
佐 

齊
藤　

嘉
生

　

係
長 

鎌
田　

憲
明

　

主
事 

小
林　

玄
知

　

主
事
（
新
規
採
用
） 
櫻
田　

泰
憲

◆
建
設
課
（
３
階
）

　

建
設
課
兼
水
道
課
長 

吉
田　

久
壽

　

課
長
補
佐 

舘
岡　

幸
一

　

係
長 

村
井　

健
一

　

係
長 

加
藤　

恒
貴

　

主
任 

工
藤　

洋
平

◆
水
道
課
（
３
階
）

　

課
長
補
佐 

北
嶋　

亮
平

　

主
任 

一
ノ
関
朝
幸

　

主
事 

越
髙　

峰
飛

　

管
理
人 

近
藤　

孝
吉

　

管
理
人 

藤
原　

修
一

　

管
理
人 

齊
藤　

一
彦

　

管
理
人 

金　
　

仁
美

◆
教
育
課
（
３
階
）

　

教
育
課
長 

土
橋　

駒
喜

　

課
長
補
佐 

渡
部　

幸
喜

　

係
長 

村
井　

秀
竹

　

係
長 

小
玉　

英
子

　

係
長 

松
田　

正
紀

　

係
長 

伊
藤　

禎
倫

　

主
事 

安
田
真
一
郎

　

社
会
教
育
指
導
員 

相
馬　

力
美

　

図
書
館
司
書 

三
浦　

香
奈

　

管
理
人 

斉
藤
喜
代
美

　

管
理
人 

畑
澤
喜
美
子

　

管
理
人 

金　
　

賢
悦

　

管
理
人 

藤
原　

順
子

　

管
理
人 

小
林　

正
志

　

管
理
人 

　

須
田　

絹
子

　

管
理
人 

　

工
藤　
　

暁

　

管
理
人 

勝
野　

孝
政

◆
八
郎
潟
幼
稚
園

　

園
長 

草
階
ト
ヨ
子

　

主
任
（
教
諭
） 

北
嶋　

淑
子

　

主
任
（
教
諭
） 

遠
藤　

真
樹

　

主
任
（
教
諭
） 

伊
藤　

良
子

　

主
事
（
教
諭
） 

岩
渕　

嵩
史

　

サ
ポ
ー
タ
ー 

武
田
み
き
子

　

サ
ポ
ー
タ
ー 

北
嶋
香
奈
子

　

サ
ポ
ー
タ
ー 

八
柳
砂
江
子

　

サ
ポ
ー
タ
ー 

石
井　

志
穂

　

事
務
補
助
員 

奈
良　

丈
顕

　

幼
バ
ス
添
乗
員 

三
戸
あ
け
み

◆
八
郎
潟
中
学
校

　

Ａ
Ｌ
Ｔ

 

カ
ー
ル
・
ス
ペ
ン
サ
ー
・
ブ
ー
ス

　

事
務
補
助
員 

渡
部　
　

薫

　

管
理
人 

一
関　

昭
雄

◆
八
郎
潟
小
学
校

　

調
理
員 

佐
藤　

智
子

　

調
理
員 

櫻
庭
理
智
子

　

調
理
員 

工
藤　

沙
織

　

調
理
員 

伊
藤　

聡
子

　

調
理
員 

畠
山
利
枝
子

　

事
務
補
助
員 

山
内
真
理
子

　

管
理
人 

佐
藤　
　

清

　

サ
ポ
ー
タ
ー 

伊
藤　

泰
子

　

サ
ポ
ー
タ
ー 

一
ノ
関
淑
子

　

サ
ポ
ー
タ
ー 

武
田　

真
生

　

サ
ポ
ー
タ
ー 

伊
藤
美
華
子

　

サ
ポ
ー
タ
ー 

伊
藤　

春
美

平
成
２５
年
度　

八
郎
潟
町
職
員
配
置
一
覧

　

平
成
２５
年
４
月
１
日
付
で
、

町
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま

し
た
。

　

現
在
の
職
員
の
配
置
は
次
の

と
お
り
で
す
。
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●
所
属
課
・
役
職　

総
務
課
・
主
事

●
趣
味　

音
楽
、
聴
く
の
も
や
る
の
も

好
き
で
す
。

●
特
技　

竹
馬
、
一
本
歯
下
駄
。
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
歩
く
の
が
好
き
で
す
。

●
役
場
の
印
象

　

と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
な
ご
や
か

●
町
の
誇
れ
る
と
こ
ろ

　

地
域
の
つ
な
が
り
が
強
い
と
こ
ろ
。

●
所
属
課
・
役
職　

町
民
課
・
主
事

●
趣
味　

雑
貨
収
集
、
観
葉
植
物
収
集

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ネ
ッ
ト

サ
ー
フ
ィ
ン

●
特
技　

野
球

●
役
場
の
印
象

　

み
ん
な
優
し
い
で
す
。

●
町
の
将
来
像

　

文
化
や
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
っ

●
所
属
課
・
役
職　

産
業
課
・
主
事

●
趣
味　

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
体
を
動
か

す
こ
と

●
特
技　

ラ
グ
ビ
ー

●
役
場
の
印
象

　

明
る
く
、
職
員
が
責
任
を
持
っ
て
業

務
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
特
に
自
分
が
い
る
三
階
は
と
て
も

明
る
い
雰
囲
気
で
す
。

●
所
属
課
・
役
職　

福
祉
課
・
主
事

●
趣
味　

ス
ポ
ー
ツ　

ど
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
も
好
き
で
す
が
、
特
に
サ
ッ
カ
ー

が
好
き
で
す
。

●
特
技　

小
学
校
１
年
か
ら
高
校
３
年

ま
で
剣
道
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
学
で
手
話
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い

て
、
簡
単
な
日
常
会
話
が
で
き
ま
す
。

●
役
場
の
印
象

　

職
員
の
方
、
一
人
ひ
と
り
が
誠
心
誠

太
おお

田
た

美
み な こ

奈子
（２３歳）

鎌
かま

田
だ

　大
だい

輝
き

（２３歳）

櫻
さくらだ

田　泰
やす

憲
のり

（２２歳）

石
いし

井
い

　慎
しん

也
や

（２３歳）

空
が
広
い
と
こ
ろ
。

●
好
き
な
言
葉
（
座
右
の
銘
）

　

踊
ら
さ
れ
る
な
、
み
ず
か
ら
踊
れ

●
町
の
中
で
お
気
に
入
り
の
場
所

　

草
む
ら
と
水
辺
と
山
は
だ
い
た
い
お

気
に
入
り
で
す
。

●
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て
の
抱
負

　

早
く
役
場
の
雰
囲
気
に
と
け
込
ん
で

役
場
の
一
員
と
し
て
楽
し
ん
で
仕
事
を

し
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

て
、
町
民
に
活
気
と
笑
顔
が
あ
る
町
。

●
町
の
誇
れ
る
と
こ
ろ

　

黄
金
色
の
稲
穂
が
一
面
に
実
っ
て
い

る
と
こ
ろ
。

●
好
き
な
言
葉
（
座
右
の
銘
）

　

日
進
月
歩
。
役
場
の
職
員
と
し
て
仕

事
に
取
り
組
む
上
で
、
こ
う
あ
れ
た
ら

良
い
な
と
思
い
ま
す
。

●
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て
の
抱
負

　

八
郎
潟
町
で
生
ま
れ
、
八
郎
潟
町
で

育
っ
て
き
た
の
で
、
町
の
た
め
に
尽
く

せ
る
仕
事
が
で
き
て
光
栄
に
思
い
ま

す
。
仕
事
を
覚
え
て
、
上
司
、
先
輩
の

よ
う
に
早
く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

●
町
の
将
来
像

　

伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
常
に
発
展
し

て
い
け
る
町
。

●
町
の
誇
れ
る
と
こ
ろ

　

町
の
雰
囲
気
が
温
か
い
こ
と
。
ま
た
、

願
人
踊
、
一
日
市
盆
踊
り
な
ど
町
の
伝

統
的
な
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
。

●
好
き
な
言
葉
（
座
右
の
銘
）

　

「
気
合
い
」

●
町
の
中
で
お
気
に
入
り
の
場
所

　

三
倉
鼻
公
園
の
町
が
一
望
で
き
る
と

こ
ろ
。

●
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て
の
抱
負

　

ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
未
熟
者
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
仕
事

を
覚
え
、
少
し
で
も
早
く
町
の
力
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

意
、
町
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
る
印

象
。

●
町
の
将
来
像

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
町
。

●
町
の
中
で
お
気
に
入
り
の
場
所

　

中
央
児
童
館
で
す
。
た
く
さ
ん
の
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。

●
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て
の
抱
負

　

今
ま
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
八
郎
潟

町
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
早
く
仕
事
を
覚
え
て
町

民
の
方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

八郎潟町役場の新規採用職員をご紹介します!!八郎潟町役場の新規採用職員をご紹介します!!
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　県では、八郎潟都市計画区域における今後の都

市づくりの方向性を示す「都市計画区域マスター

プラン」の見直しを予定しております。この見直

し内容について、次のとおり説明会を開催します。

　●日　時　５月１４日（火）

　　　　　　午後６時～７時

　●場　所　八郎潟町役場　３階会議室

日　　時

▲

６月２日（日）　午前５時３０分～
参加対象

▲

年齢性別問わず、当日受付します

集合場所

▲

中羽立公園芝生広場　※小雨決行

日　　程

▲

・午前５時３０分～  受付等

　　　　　・午前６時  出発

　　　　　　各コースでウォーキング実践

　　　　　　参加賞有り

　　　　　※水分は各自でご準備ください。

　◆問い合わせ先

　　　　　　  秋田県都市計画課　☎８６０－２４４５

◆問い合わせ先　役場教育課　☎８７５－５８１２

◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０６

八郎潟都市計画区域マスター
プランに関する説明会の開催
について

Ｂ＆Ｇ海洋センター
管理人募集

狂犬病予防注射実施のお知らせ

第２５回関東地区

八郎潟町ふるさと会開催のお知らせ

募集期間　５月７日（火）～５月１４日（火）

募集要件　１８歳以上（高校を卒業した方

　　　　　から６５歳位まで）

募集人員　１０名程度

雇用期間　６月１５日～９月１５日

勤務時間　日勤 午前８時３０分～午後５時１５分

　　　　　夜勤 午後５時３０分～午後８時３０分

賃　　金　日勤 時給７５０円

　　　　　夜勤 時給７５０円

　懐かしい皆さんとお会いし、ふるさとの今昔につい

て語り、交流を深めませんか。

　次の日程により開催いたしますので、皆様お誘い

あって是非ご参加お待ちしております。

日　　程　６月２３日（日）　正午～

開催場所　日本青年会館

会　　費　男女とも大人１人　６，０００円

　　　　　　　　中高生１人　２，０００円

申し込み及び問い合わせ先

　ふるさと会事務局
　㈱ニッセイ　佐々木計三　☎０３－３４７５－２４５０
　　　　　　　　　　　　  　（平日１０時～１６時）
　役場総務課　☎０１８－８７５－５８０１

第２回 全町ウォーキング開催全町ウォーキング開催

　平成２５年度狂犬病予防注射を次の日程で実施しますので、犬を連れて最寄

りの会場においでください。

　なお、当日は犬の登録も受付しますが、混雑が予想されますので、登録をし

ていない方は事前に登録くださるようご協力お願いします。

。

　　 　　　

　　　　　

　　　　　

◆問い合わせ先　役場教育課　☎８７５－５８１２

狂犬病予防注射日程
月　日 曜日 会　　　場 時　　　　間

５月２３日 木

夜 叉 袋 児 童 館 前 午前９時３０分～１０時

真 坂 駐 在 所 前 午前１０時１０分～１０時４０分

三 倉 鼻 児 童 館 前 午前１０時５０分～１１時１０分

５月２４日 金
浦 大 町・創 作 館 前 午前９時３０分～１０時

川崎・多目的集会所前 午前１０時２０分～１１時

５月２５日 土
防 災 セ ン タ ー 前 午前９時３０分～１０時２０分

役 場 駐 車 場 午前１０時３０分～１１時３０分
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　町では、農業に関心がありながら、農地のない方

のために、次の条件により「ふれあい農園」の利用

者を募集します。

　場所はＢ＆Ｇプールの西側です。

《利用条件》

◎募 集 区 画　１区画（約１００㎡）

◎利 用 料 金　１区画３，０００円

◎利 用 期 間　平成２６年３月末まで

◎水道使用料　別途請求します

◎申 込 期 限　５月３０日（木）

研修会健 康 づく り

　町内における火災や自然

災害など、安全・安心に関係

する情報が配信されます。

　詳しくは、ホームページ

をご覧ください。

日  時　５月９日（木）

　　　  午後７時１０分～８時１０分

会  場　八郎潟町保健センター

対  象　どなたでも参加できます

内  容　講話「増え続ける腎臓病～黄色信号って

　　　　　　  どんなの？ 」

　　　  講師　秋田組合総合病院

　　　　　　  腎内科 診療部長　大
おおたに

谷　浩
ひろし

 氏

◆募集句　　

　一日市盆踊りに関する俳句（２句）【未発表作品】

※ただし１句は、八郎潟町の風俗に関する俳句で

もよい

◆募集締め切り

　６月１４日（金）当日消印有効

◆応募方法

　官製はがきに住所、氏名、作品をご記入の上、

以下の宛先までお送り下さい。

　ジュニアの方（小・中学生）は学校名と学年を

ご記入下さい。

　一日市盆踊り実行委員会では、一日市盆踊りに関する俳句と、八郎潟町の風俗に関する俳句を募集してお

ります。小・中学生を対象としたジュニアの作品はもちろん、初心者の方もお気軽にご応募ください。なお、

入選作品は灯籠に記載され、俳句ロードとして、八郎潟駅と盆踊り会場を結ぶ歩道に設置されます。

◆宛　先　〒０１８－１６９２　八郎潟町字大道８０番地

　　　　　八郎潟町役場産業課

　　　　　「一日市盆踊り灯籠俳句」係

◆選　者　舘岡　誠二 氏（秋田県現代俳句協会顧問）

　　　　　安田　龍泉 氏（寒鮒俳句会代表）

　秋田県は、減災･防災の観点から全県に点在す

る農業用ため池（かんがい受益面積２ha以上）

１，９００ヶ所の調査を下記により実施します。

実 施 期 間　４月２２日～１２月１０日

調査機関名　秋田県土地改良事業団体連合会

　　　　　　県内農業土木設計コンサルタント

最寄りのため池を調査します。

不明な点、問い合わせは下記あてにご連絡をお

願いします。

bousai-net@town.hachirogata.lg.jp

　◆問い合わせ先　役場産業課　☎８７５－５８０３

◆問い合わせ先　保健センター　☎８７５－２８００

◆問い合わせ先　役場産業課　☎８７５－５８０３

◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０６

「ふれあい農園」の利用者募集について 全県の農業ため池調査について

◆問い合わせ先

　秋田県土地改良事業団体連合会

　　管理情報部　鈴木（輝）、佐藤（一）、千田

　　　　　　　　　　　　　  　☎８８８－２７２４

に
アドレス登録を！

「防災ネット八郎潟」「防災ネット八郎潟」

　応募作品の中から１２０

句を選び、採用作品につ

いては商店街が設置する

灯篭に記載されます。

“がまん強い、
　　　沈黙の臓器”
腎臓のはなし

「一日市盆踊り灯籠俳句」作品募集のお知らせ

募集について

アドレス
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一人当たり医療費 一般分 退職分 全体（平均）

八 郎 潟 町 26,532 28,348 26,737

医 療 圏 内
（秋田・男鹿・潟上・南秋）

28,169 29,231 28,234

秋 田 県 26,643 25,913 26,586

平成２５年度早朝総合健診のおしらせ

国民健康保険者医療費状況
（平成２５年２月分） （単位：円）

日　　程 受付時間 会　　場
骨粗しょう症
検　　診

６

月

健

診

６月２０日㈭

午前６時～
午前７時３０分

防災センター

○

６月２１日㈮

６月２４日㈪

６月２５日㈫
高岡コミュニティー
セ ン タ ー 体 育 館

○

６月２６日㈬

保健センター６月２７日㈭ ○

６月２８日㈮ ○

秋

健

診

９月８日㈰
午前７時～

午前９時
保健センター

※日曜健診となります。平日に早朝健診を受診できない方を
優先させていただきます。

表１ 早朝総合健診の日程

表２ 検診の対象年齢と自己負担料金

検 診 名 対　象　者 料　金

特 定 健 診 ４０～７４歳の国保の方 無　料

基 本 健 診 ３０～３９歳、７５歳以上 無　料

胸 部 検 診 ３０歳以上
１００円

※６５歳以上の方は無料

胃 が ん 検 診 ３０歳以上 １０００円

大腸がん検診 ３０歳以上 無　料

肝炎ウイルス
検 診

４０歳以上の方で過去に肝炎
検査を受けたことがない方

５００円

前立腺がん検診 ５０歳以上の男性 ４００円

骨粗しょう症検診 ３０～６４歳の女性 ５００円
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～今年の早朝集団健診は６月２０日からはじまります～（８日間）

　年に１度の健康チェックの機会です。健康確認のため、
是非受診してください。
＊５月中旬に区の保健委員が申込書（「健診意向調査書」）
を配布、回収に伺います。申込書に必要事項を記入の
上、申し込みをしてください。なお町の集団健診を受
けない方も全員、記入し提出してください。
＊レディース検診（乳がん・卵巣がん・子宮がん検診）
は７月から８月に実施しますが、早朝総合健診と一緒
の申し込みとなります。

＊男女とも３０歳から申し込みが出来ます。（ただし子宮
がん検診のみ２０歳からです。）
＊特定健診と違い、加入している健康保険の種類に関係
なく希望する検診を受けることができます。
＊検診項目により対象年齢が異なりますので表２で確認
してください。
＊今年も胃がん検診の４０歳と５０歳の方および大腸がん
検診は無料です。
（胃がん検診は対象の方に「無料クーポン券」が送付
されます。）

　～今年から町国保の方には
　　　　　　腎臓の働きを調べる検査を追加します～
　特定健診は４０歳～７４歳の八郎潟町国保に加入してい
る方のみが対象です。国保以外で特定健診を希望される
方は町の健診会場で受診できる場合もありますので、加
入している保険者にお問い合わせください。

　基本健診は３０歳～３９歳、７５歳以上の方が
対象です。

日・曜日 事　業　名 対　　象　　者 場  　所 時 　 間

１０日㈮
妊婦相談
母子手帳発行

母子手帳の必要な妊婦

保健センター

午前８時４０分～
１１時３０分受付

９日㈭ 乳児健康診査
平成２４年５月・６月・８月・

９月・１２月生
平成２５年１月生

午後１時～
１時３０分受付

２３日㈭ ３歳児健診 平成２１年１０月・１１月・１２月生
午後１時～
１時３０分受付

２１日㈫ ぴよぴよ教室
乳児～３歳までのお子さん
をもつ保護者

午前１０時～１２時

１６日㈭
６ヵ月コース

脱！メタボ運動教室
(※要予約制)

４０代５０代の方
(定員２０名先着順)

保健センター 午後７時～８時

 ２日㈭
 ９日㈭
１６日㈭
３０日㈭

筋筋くらぶ

おおむね６５歳以上の方

保健センター

※３０日のみ
改善センター

午後１時～３時

１７日㈮
寿山荘
おたっしゃくらぶ

寿 山 荘 午後１時～３時

 １日㈬
１５日㈬

高岡
おたっしゃくらぶ

高岡コミュニ
ティーセンター

午後１時～３時

 ８日㈬
２２日㈬

ストレッチ教室 保健センター
午後１時～

２時３０分

１６日㈭
川崎
おたっしゃくらぶ

川 崎 多 目 的
セ ン タ ー

午前９時４０分～
１１時３０分

 ８日㈬
１５日㈬
２２日㈬
２９日㈬

元気ぱわふる
運動教室

おおむね６５歳以上の男性
オリンピック
記 念 会 館

午前１０時～
１１時３０分

５月の保健衛生・介護予防事業

（ ）

がん検診

特定健診

基本健診

　前年度の大腸がん検診未受

診者および未把握者の方を対

象に「大腸がん検診受診のお

勧め」の電話をおかけします。

詳しいことは広報折り込みの

お知らせに載せてありますの

でご覧ください。

お知
らせ

保健センターだより 保 健 セ ン タ ー　☎８７５－２８００

地域包括支援センター　☎８７５－２８３５



◆申し込み及び問い合わせ先　八郎潟保育園　☎８７５－５１７２

「はっぴぃ」から
❺月のお知らせ

「はっぴぃ」から
❺月のお知らせ

「はっぴぃ」から
❺月のお知らせ

地域子育て支援センター

　暖かくなって、外に出るとニコニコしている

子どもたち。アンヨが上手になるとどんどん行

動範囲を広げて、いろいろなものに興味や関心

を示していきそうですね。

　自然界の植物や小さな生き物にも出会える季

節をお子さんと一緒に楽しみましょう。

開催日と場所

　月曜日　１３日　２０日　２７日　（保健センター）

　水曜日　１５日　（保育園はっぴぃルーム）

　金曜日　１０日　１７日　３１日　（保健センター）

　〈時間はいずれも午前９時～正午〉

　足腰の筋力、柔軟性、バランス能力を鍛えて、転びにく

い体づくりをします。

●対象　体力の維持向上に関心の
ある方

●日程　５月２１日スタート
　　　　月２回（原則第２、４火曜日）

　　　　午後１時３０分～３時

●期間　５月～７月　６回
●場所　保健センター

●募集人員　２０人
●申込締切　５月１０日㈮
　　　　　　地域包括支援センター

（☎８７５－２８３５）
●持ち物　内ズック、水分、タオル、

運動しやすい服装

●講　師　健康運動実践指導者
　　　　　　　　進藤　昭子 氏

　赤ちゃんや小さいお子さんをもつ保

護者の方を対象とした教室です。

　離乳食や子どもの食事、子育てにつ

いて学習します。みなさんお誘い合わ

せのうえ、おいでください。一緒に楽

しく子育てしましょう！

　働き盛りの４０～５０代のみなさんのための運動教室です。この教室ではメ

タボリックシンドロームの予防・解消はもちろん、健康的に体重を減少させ

ることを目標としています。運動と食事の２つの面からみなさんをサポート

しますので、是非ご参加ください。一緒に楽しく身体を動かしましょう！

◆申し込み及び問い合わせ先　保健センター　☎８７５－２８００

対　象　４０代５０代の方で健康的にダイエットしたい

方、メタボに関心がある方、メタボの予防・

解消がしたい方等、男女は問いません。

日　程　５月から計１２回、６ヵ月コース　　

　　　　初回は「５月１６日㈭」です。
　　　　午後７時～８時

場　　所　保健センター

講　　師　日本体育協会公認スポーツリーダー　

　　　　　小山田　聖子 氏

募集定員　２０人（先着順）

参加希望の方は、５月１０日㈮まで

保健センターにお申し込みください。

対　象　３歳までのお子さんをもつ

保護者

内　容

　＊幼児期のおやつや離乳食づくり

　＊ベビーとママのヨガ体験

　＊医師による講話　　　　　など

「離乳食づくりとカルシウム

たっぷり幼児期のおやつ」

日時：５月２1日（火）
　　　午前１０～１２時

場所：保健センター

第１回目の教室は…

ぴよぴよ教室ぴよぴよ教室ぴよぴよ教室
  子育て教

室を開催します！  子育て教
室を開催します！

「脱！メタボ運動教室」
を開催します！

○ちびっこ運動会　２４日　（中羽立公園　管理棟）

○小麦粉粘土で遊ぼう

○身長、体重測定　お誕生日会　３１日
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　「立つ・座る」「歩く」などに関わりの深い筋力を鍛えることにより、柔

軟性、バランス能力を養い、日常生活動作をよりスムーズにします。

●対象　体力の維持向上に関心の
ある方で、昨年度町主催

の運動教室に参加しな

かった方

●日程　５月１０日スタート
　　　　毎週金曜日

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

●期間　５月～７月　１２回
●場所　オリンピック記念会館

●募集人員　２０人
●申込締切　５月８日㈬
　　　　　　地域包括支援センター

（☎８７５－２８３５）
●持ち物　内ズック、水分、タオル、

運動しやすい服装

●講　師　健康運動指導士
　　　　　　　　星　良子 氏

介護予防のためのいきいき
シニア健康エクササイズ初級コース

中級コース

５月のげんきっこ広場

今月の特別企画今



～人間ドックの助成を行います～
国民健康保険・後期高齢者医療加入のみなさまへ 人権・困りごと相談所のご案内

　健康診断は、生活習慣病などの早期発見と、あなたの生

活習慣の改善に欠かせません。少なくとも、年に１回は受

けたいものです。

　国民健康保険・後期高齢者医療では、毎年人間ドックを

受ける方に受診費用の助成を行っておりますので、是非申

込ください。

○満３０歳以上の国保加入者で、納期限までに国保税を完

納されている方。

○後期高齢者医療の加入者で、納期限までに保険料を完納

されている方。

　費用の９０％（１００円未満切り捨て）

※ただし、３万円を上限とします。

１　ドック受診予定のある方は、受診前に保険証を持参し、

役場福祉課へ受診申請してください。

２　ドック受診後は、領収書、印鑑、口座振替がわかるも

のを持参し、助成金支給申請をしていただきます。

◆申請及び問い合わせ先　役場福祉課　☎８７５－５８１３

◆問い合わせ先　役場教育課　☎８７５－５８１２

手続きの方法

助　成　金

対　象　者

みんなで築こう　人権の世紀

～考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心～

　６月１日の「人権擁護委員の日」にちなんで、
６月４日に特設相談所を開設します。
　人権擁護委員が相談に応じますので、ひとりで
悩まず、お気軽にご相談ください。

 日 時　６月４日（火）　午前１０時～午後３時

 場 所　青年婦人会館ロマンの里

 担 当　人権擁護委員

■電話でも相談に応じています
　相談は毎日（土・日・祝日を除く）
　時間は午前８時３０分～午後５時１５分まで。
　予約は不要です。お気軽にご利用ください。

▲

みんなの人権１１０番　  ☎０５７０－００３－１１０▲

女性の人権ホットライン  ☎０５７０－０７０－８１０▲

子どもの人権１１０番　  ☎０１２０－００７－１１０

☆離婚や相続など家庭内で問題がおこった

☆体罰やいじめを受けた

☆高齢者や児童が虐待されている

☆変なうわさを立てられ、名誉や信用を失った

☆不当に仲間はずれにされた、差別的な扱いを受けた　等

相談無料！！秘密厳守！！

◆問い合わせ先　八郎潟町立図書館　☎８７５－５８１２

　本を借りるときは図書利用カードが必要です。カードを

作る際には教育委員会職員に声をかけてください。

　平日に来ることができない方は、以下のいずれかの方法

でお申込ください。

◎図書館の本を町農村環境改善センター事務室に返却できるようになっております。ご活用ください。午前８時３０分～午後９時

１．ＦＡＸ（８７５－５９５０）で氏名（フリガナ付）、住所、電話番号を送ってください。

２．カウンターに置いてある申込用紙に必要事項を記入し、ポストに入れてください。

３．kouminkan@town.hachirogata.lg.jpまで、件名を「図書館カード申込」として、

本文に氏名（フリガナ付）、住所、電話番号を記入して送信してください。カー

ドはこちらから郵送いたします。

やすらぎ交流会
－会員募集－

　やすらぎ交流会（高齢者学級）を開設し、社会学習で仲間づくりと

心の豊かさ、健康維持を支援する事業です。

　年間１０回の活動（５月～翌年２月まで）次の内容で活動しています。

◎７回の学習会

　輪投げ、ゲートボールで得点を競い、総合得点で

１０位まで表彰します。

　健康管理のため、保健師による血圧測定や健康相談

も行っております。講師を招き、いろいろなお話を聞

きます。会場は、町農村環境改善センターです。

◎２回の移動学習会

　日帰り施設見学等を行います。

◎宿泊研修会（１泊２日）

◎毎月第４火曜日開催

　第１回目は５月２８日（火）開講式

　午前９時開催で午後２時ころ終了。

　毎月「やすらぎだより」を発行し、ご案内します。

　一部福祉バスを運行。

◎入会資格

　八郎潟町在住の６５歳以上の方ならどなたでも入会

できます。　

◎年会費　３，５００円（１回５００円。お弁当代です。）

　携帯電話からは、こち
らをお使いください。八
郎潟町公民館
のメールアド
レスが表示さ
れます。
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 ◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０５

八郎潟町

６０歳以上６５歳未満の方も国民年金
基金に加入できるようになりました。
　国民年金基金とは、サラリーマン等の国民年金の他に厚生年金にも加

入している人との年金額の差を解消するため公的な制度として創設さ

れ、自営業者やフリーランスの方々など第１号被保険者がゆとりある老

後を過ごしていただけるように国民年金に上乗せして年金をお支払いす

る年金制度です。

　これまでは国民年金保険料を納めている２０歳以上６０歳未満の方が加

入できる制度でしたが、平成２５年４月１日から６０歳以上６５歳未満の方

も国民年金基金に加入できるようになりました。

　６５歳から生涯受け取れる終身年金が基本になりますので、長い老後

の生活に備えることができます。掛金は、全額が社会保険料控除の対象

となり、所得税や住民税が軽減されます。また、受け取る年金にも公的

年金控除が適用されます。

国民年金基金のメリット

検　査　項　目 検査結果 基　準　値

1 一般細菌 ０CFU/ml 集落数が１００CFU/ml以下

2 大腸菌 陰性 検出されないこと

3 塩化物イオン ２７．７㎎ /ｌ ２００㎎ /ｌ以下

4 有機物（全有機炭素（TOC）の量） ０．５㎎ /ｌ ３㎎ /ｌ以下

5 pH値 ７．０ ５．８以上８．６以下

6 味 異常なし 異常でないこと

7 臭気 異常なし 異常でないこと

8 色度 １．０度 ５度以下

9 濁度 ０．１度 ２度以下

10 残留塩素 ０．３５㎎ /ｌ

　水質検査結果（浄水）
平成２５年３月１８日採取分　浄水採取場所；八郎潟町浄水場の蛇口

資源ゴミ還元事業
平成２５年４月分の資源ゴミは次のとおりです。

入札の結果

◆社会資本整備総合交付金事業　町道旧秋田八郎潟
線道路舗装修繕工事（第３工区）
・㈲石幸組
・１６，４３２，５００円
・Ｈ２５．４．２５～Ｈ２５．８．９

４月分
段ボール 新　聞 雑　誌 積立金

4,230㎏ 11,570㎏ 8,230㎏ 142,748円

累計 12,220㎏ 35,980㎏ 21,370㎏ 415,853円

４月１９日
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◎開催予定日

　５月３０日（木）

　６月２０日（木）

　７月１８日（木）

　９月２２日（日）ふれあい運動会

　１０月７日（月）

　１２月５日（木）

◎場　所　八郎潟幼稚園

◎時　間　午前１０時～１１時

◆問い合わせ先

　八郎潟幼稚園  ☎８７５－２７３４

　八郎潟町ミニテニス協会では５０代

～６０代が中心となって活動していま

すが、より多くの町民の方から健康

維持と体力増進に適したミニテニス

に触れていただくため会員を募集し

ています。ミニテニスの基本を知り、

楽しんでみませんか。

　また、４０代以下の交流大会では、

スピードとテクニックで迫力ある試

合を展開しています。そこで当協会

では若手の男性プレーヤーと女性プ

レーヤーを育てたいと考えていま

す。会員となって秋田県のトップを

目指しませんか。

◎練習日時　毎週火曜日　

　　　　　　午後７時～９時３０分

◎場　　所　町民体育館

　興味のある方は、直接町民体育館

にお出でください。

　生涯スポーツのミニテニスを、一

緒にやりませんか！！

　秋田県司法書士会では、毎月第３

木曜日に相続、贈与、借金、多重債

務などについての無料相談会を行っ

ております。

◎日時　５月１６日（木）

　　　　午後１時から４時

◎場所　潟上市役所飯田川庁舎２階

◆申し込み及び問い合わせ先

　八郎潟町社会福祉協議会

　小林、畠山　☎８７５－３８７１

秋田県司法書士会
司法書士による無料相談会

ミニテニス会員募集について

☆１日（水）　午前１０時３５分頃
☆９日（木）　午後３時５５分頃
☆２０日（月）　午前４時５２分頃
☆２１日（火）　午前１０時３５分頃

秋田朝日放送秋田ふるさと
手作りＣＭ大賞２０１２
八郎潟町ＣＭ放送日～５月～

◎内容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法

◎日時　５月１９日（日）

　　　　午前９時から正午

◎場所　湖東地区消防本部

※講習は無料。

　前日までにお申込ください。

◆申し込み及び問い合わせ先

　湖東地区消防本部

　☎８７４－２４２０

湖東地区消防本部
「定期救命講習」

　秋田民謡、みんなで唄うもよし聞

くもよし（無料）

◎日　時　５月１３日（月）

　　　　　午後２時から

◎場　所　町防災センター

◎参加費　無料

◆問い合わせ先

　まめだが～民謡クラブ（岩村）

　☎８７５－３３３５

第６２回
まめだが～民謡の集い

未就園児園開放
“ちびっこあつまれ”

町長交際費の支出状況
◎町長等が外部との交際に要した経費の概要をお知らせします。

分　　類 件　数 金額（円） 内　　訳

会　　費 ３ ２０,０００
幼稚園卒業祝賀会・秋田県広域農業
共済組合合併調印式御祝　ほか

そ の 他 ２２ ５７,５３５
各町内会総会・八郎潟町婦人会総会

ほか

計 ２５ ７７,５３５

平成２４年度合計 ５５５,７６０

役場直通電話番号・メールアドレス
  役場代表　☎０１８－８７５－５８００

◆出　納　室
☎８７５－５８０４

　kaikei@town.hachirogata.lg.jp

◆総　務　課
☎８７５－５８０１

　soumu@town.hachirogata.lg.jp

◆税　務　課
☎８７５－５８０７

　zeimu@town.hachirogata.lg.jp

◆町　民　課
☎８７５－５８０５

５８０６
　tyoumin@town.hachirogata.lg.jp

◆福　祉　課
☎８７５－５８０８

５８１３
　fukushi@town.hachirogata.lg.jp

◆産　業　課
☎８７５－５８０３

　sangyou@town.hachirogata.lg.jp

◆建設課・水道課
☎８７５－５８０９

５８１１
　建設担当
　kensetsu@town.hachirogata.lg.jp
　上下水道担当
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆教　育　課
☎８７５－５８１２

　kyouiku@town.hachirogata.lg.jp

◆幼　稚　園
☎８７５－２７３４

　youchien@town.hachirogata.lg.jp

◆議会事務局
☎８７５－５８１０

　gikai@town.hachirogata.lg.jp

◆保健センター
☎８７５－２８００

　hokensenta@town.hachirogata.lg.jp

◆地域包括支援センター（保健センター内）
☎８７５－２８３５

　houkatu@town.hachirogata.lg.jp

◆オリンピック記念会館
☎８７５－５５００

　shatai@town.hachirogata.lg.jp

◆農村環境改善センター（公民館）
☎８７５－５７７７

　kouminkan@town.hachirogata.lg.jp

３月
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　ＡＬＴのカール先生による英会話

教室を開催します。生の英語にふれ、

仲間とともに楽しみながら語学力向

上にチャレンジしませんか。初心者

歓迎いたします。とにかく英語にふ

れてみよう！

◎初回　５月１５日（水）

　月２回隔週水曜日

　午後７～９時

◎場　所

　農村環境改善センター視聴覚室

◎年会費　

　１０，０００円

　（１回５００円計算です）

◆問い合わせ先

八郎潟町英会話会　事務局　伊藤

☎０９０－９４２９－１３２８

「スマートグリッド」

　発電量不足という事態が生じ
てから「スマートグリッド」と
いう言葉を聞くことがありま
す。これは「スマート（賢い）
なグリッド（電力網）」という
意味で、ＩＴ技術によって「発
電」「送電」「配電」を素早く精
密にコントロールして電力の需
給を自動的に調整することによ
り、電力を有効に使用し省エネ
とコスト削減を図る「次世代電
力網」のことです。

☆電気の節約に配慮しましょう。

◆問い合わせ先
　事務局（佐藤）
　☎８７５－３９４８

八郎潟エコ活動グループ
みんなでｅｃｏを

英会話教室のご案内

◆
預
託
状
況

　

（
平
成
25
年
４
月
16
日
現
在
）

３
・
１９　

５
区　

佐
藤　

政
子　

様

　

善
意
と
し
て

　
　
　
　
　

金　

１
，
１
９
０
円

３
・
２５　

有
限
会
社
サ
ク
セ
ス　

様

　

香
典
返
し
（
亡
社
長
）

　
　
　
　

   

金　

２
０
，
０
０
０
円

４
・
８　

２５
区　

千
田　
　

純　

様

　

香
典
返
し
（
亡
父　

忠
広
さ
ん
）

　
　
　
　

   

金　

３
０
，
０
０
０
円

４
・
９　

３
区　

藤
井　
　

務　

様

　

香
典
返
し
（
亡
父　

栄
さ
ん
）

　
　
　
　

   

金　

５
０
，
０
０
０
円

４
・
１６　

１３
区　

菅
生
多
嘉
志　

様

　

香
典
返
し
（
亡
母　

ハ
ナ
さ
ん
）

　
　
　
　

   

金　

５
０
，
０
０
０
円

八
郎
潟
町
善
意
銀
行

八
郎
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

八
郎
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
８
７
５

－

３
８
７
１

戸籍だより
（３月届出分）

◎健やかに
  ３・３ 土橋　輝大（きひろ） 男
  （研・奈保子）１区

◎ご結婚おめでとう

  ３・１０ 佐藤　宏明 ３１区
 藤原ちえこ 潟上市
  ３・２１ 工藤　　純 １区
 神居　麻恵 秋田市
  ３・２７ 石川　秀和 １４区
 山本　奈穂 秋田市

◎ご冥福をお祈りします

  ３・２ 小林　輝和（５２歳） １３区
  ３・９ 藤原　拓司（６３歳） ３４区
  ３・１０ 千葉ハルヱ（８６歳） ３２区
  ３・１４ 小玉　嘉信（６２歳） １７区
  ３・２３ 伊藤　良治（７８歳） ３２区
  ３・２５ 北嶋　アイ（８７歳） 浦大町
  ３・２７ 村井　正直（７８歳） １４区
  ３・３０ 菅生　ハナ（９５歳） １９区

※『戸籍だより』への掲載を希望
されない方は、届け出の際に
お申し出ください。

町のミニ統計（３月末現在）
◇人　口
　当　月　　先月比　　昨年比
男 3,024人（－016人）（－051人）
女 3,467人（－017人）（－062人）
計 6,491人（－033人）（－113人）

◇世帯数
　 2,499戸（＋005戸）（＋004戸）

◇出　生　０２人

◇死　亡　０８人

◇転　入　２３人

◇転　出　５０人

（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）

教育委員会からのお知らせ

☆日　　時　平成25年５月22日（水）
　　　　　　午後２時45分
☆場　　所　八郎潟町役場　３階　会議室
☆主な案件　①一般会計補正予算について
　　　　　　②八郎潟町教育振興大会について
　　　　　　③部活動訪問・スポ少・郡市総体

等訪問計画について
　　　　　　④東北・全国町村教育長会について
　　　　　　⑤その他
※日時・場所及び議案等は変更になる場合があります。
直前にお問い合わせくだされば、お知らせします。

傍聴を希望する方へ
・受付場所　教育委員会事務室（役場３階）
・受付時間　会議開始の10分前から受付
・傍聴手続　所定の用紙に住所･氏名･職業等を

記入し、会議開始まで会議室前で
お待ちください。

※会議は原則として公開していますが、案件によっ
ては非公開となる場合があります。

八郎潟町教育委員会
TEL 875ー5812

５ 月の教育委員会

３日
転入教職員あいさつまわり

５日
　八郎潟小学校入学式
　八郎潟中学校入学式

８日
　八郎潟幼稚園入園式

９日
郡市校長会との合同研修会

19日
　スポーツ推進委員任命式

22日
　第４回定例会

４月の
教育委員のうごき

善　

意

飲酒運転等追放競争結果 １位
（全県２５市町村・平成２５年３月末現在）

平成２５年
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八
郎
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町
役
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・
編
集
／
総
務
課　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
０
１
８
・
１
６
９
２　

秋
田
県
南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
字
大
道
80
番
地　
　
　
　

＊
TEL

０
１
８
│
８
７
５
│
５
８
０
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FAX

８
７
５
│
３
０
９
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＊
印
刷
／
㈱
八
郎
潟
印
刷

八郎潟への想い㉒
～奇形魚の出現～

No.301

　

昭
和
６０
年
こ
ろ
か
ら
奇
形
の
魚
が
目

に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
標
本
ビ
ン
に

ス
ト
ッ
ク
し
た
奇
形
魚
の
数
も
だ
ん
だ

ん
増
え
た
。
奇
形
魚
の
出
現
要
因
は

色
々
あ
る
。
考
え
ら
れ
る
主
な
要
因
は

①
先
天
的
奇
形
（
遺
伝
子
に
よ
る
）

②
寄
生
虫
に
よ
る
影
響　

③
環
境
ホ
ル

モ
ン
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
等
）

の
影
響　

④
農
薬
に
よ
る
影
響　

⑤
魚

自
身
の
骨
折
に
よ
る
奇
形　

⑥
重
金
属

イ
オ
ン
の
影
響
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
の

要
因
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

遺
伝
子
に
よ
る
先
天
的
奇
形
や
障
害

を
も
っ
た
も
の
が
出
現
す
る
の
は
、
何

も
魚
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
こ
う

し
た
奇
形
が
出
現
す
る
の
は
、
人
間
を

含
め
た
有
性
生
殖
と
い
う
方
法
を
選
択

し
た
生
き
物
の
宿
命
で
あ
る
。
魚
も
当

然
有
性
生
殖
を
す
る
か
ら
何
％
か
の
確

率
で
、
必
ず
奇
形
魚
は
出
現
す
る
は
ず

で
あ
る
。
例
え
ば
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
場

合
、
最
初
に
放
流
さ
れ
た
も
の
が
数
匹

で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
生
ま
れ
た
子
ど
も

同
士
や
子
ど
も
と
親
の
交
配
の
繰
り
返

し
に
よ
っ
て
ど
ん
ど
ん
増
え
続
け
た
。

こ
う
し
た
近
親
交
配
で
は
劣
性
遺
伝
子

の
組
み
合
わ
せ
で
、
奇
形
や
障
害
の
あ

る
も
の
の
出
現
す
る
可
能
性
が
極
め
て

高
い
。
本
来
、
障
害
に
起
因
す
る
遺
伝

子
は
劣
勢
な
の
で
、
実
際
に
は
隠
れ
て

表
面
に
現
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
近

親
交
配
な
ど
で
は
雌
雄
か
ら
も
ら
っ
た

劣
勢
遺
伝
子
が
組
合
わ
さ
っ
て
出
現
す

る
。
本
来
こ
う
し
た
先
天
的
要
因
の
奇

形
魚
は
、
動
き
が
正
常
で
な
い
の
で
、

他
の
魚
や
鳥
な
ど
の
餌
食
に
な
る
場
合

が
多
く
、
自
然
の
厳
し
い
生
存
競
争
に

勝
ち
抜
い
て
生
存
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
天
然
の
魚
で
奇
形
魚

を
確
認
す
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
。

自
然
に
淘
汰
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
う
し
た
奇
形
魚
が
目
に
つ
く
の

は
実
際
に
は
か
な
り
の
頻
度
で
出
現
し

て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
ソ
ウ
ギ
ョ
は
、
２
０
０
２
年
八

郎
潟
町
川
口
の
揚
排
水
機
場
付
近
で
私

の
刺
し
網
に
か
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

魚
長
１
１
２
㎝
、
重
さ
約
２０
㎏
で
あ
っ

た
。八
郎
湖
で
捕
獲
さ
れ
た
も
の
で
は
、

一
番
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ソ
ウ

ギ
ョ
は
背
骨
の
中
央
付
近
が
曲
が
っ
て

い
る
。
大
き
い
の
で
他
の
魚
や
鳥
の
餌

食
に
な
ら
ず
生
き
残
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
八
郎
湖
に
は
こ
う
し
た
背
骨
の

奇
形
魚
が
特
に
目
立
つ
。

　

八
郎
湖
に
い
る
ボ
ラ
の
仲
間
は
、
白

目
（
シ
ロ
メ
と
呼
ん
で
い
る
）、
メ
ナ

ダ
（
ア
カ
メ
と
呼
ん
で
い
る
）、
セ
ス

ジ
ボ
ラ
（
小
型
で
３０
㎝
）
の
３
種
類
で

あ
る
。
ボ
ラ
は
真
夏
に
海
か
ら
産
卵
の

た
め
八
郎
湖
に
遡
上
し
て
く
る
。
産
卵

が
終
わ
る
秋
頃
に
は
再
び
海
に
戻
る
。

メ
ナ
ダ
は
９
月
頃
に
遡
上
し
て
き
て
、

遅
い
の
は
１２
月
頃
ま
で
留
ま
る
。
写
真

は
メ
ナ
ダ
で
、背
骨
が
曲
が
っ
て
い
る
。

ボ
ラ
の
仲
間
は
八
郎
湖
に
留
ま
る
期
間

が
短
い
の
で
先
天
的
要
因
に
よ
る
奇
形

は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ボ
ラ
は
勢

い
良
く
泳
ぐ
の
で
障
害
物
な
ど
に
ぶ
つ

か
り
、
魚
自
身
の
骨
折
に
よ
る
奇
形
の

可
能
性
も
あ
る
。
写
真
の
コ
イ
は
背
骨

が
２
カ
所
変
形
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

奇
形
魚
が
生
ず
る
要
因
は
複
雑
多
岐
に

わ
た
る
の
で
、
原
因
を
特
定
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
奇
形
魚
の
出
現
は

水
の
汚
染
と
相
ま
っ
て
、
八
郎
湖
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
　
　

文
・
安
田　

貞
則
（
蒲
沼
）

 ふれあい

▼
は
じ
め
ま
し
て
、
今
年
度
か
ら

役
場
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

○太
で
す
。
毎
日
新
し
く
知
る
こ
と

の
連
続
で
つ
い
て
い
く
の
が
精
一

杯
で
す
。
広
報
担
当
と
し
て
す
で

に
何
件
か
取
材
に
赴
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
あ
ち

こ
ち
に
出
没
す
る
予
定
で
す
の
で

カ
メ
ラ
を
向
け
た
ら
笑
顔
を
く
だ

さ
い
！
ま
ず
は
町
民
の
み
な
さ
ん

に
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
と
こ
ろ
か

ら
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

○太

▲奇形のＸ線写真

　　上は正常
▼　下が奇形

▲背中の中央に奇形

▶
メ
ナ
ダ
の
奇
形

▶
コ
イ
の
奇
形
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